
題名 著者 出版社 

ノクツドウライオウ 
靴ノ往来堂 

佐藤まどか／著 あすなろ書房 

希望のひとしずく 
キース・カラブレーゼ
／著  
代田亜香子／訳  

理論社 

アフリカで、バッグの会社はじめま
した  寄り道多め、仲本千津の進んでき
た道 

江口絵理／著 さ・え・ら書房 

5 月 の 
開 館 日 

月 火 水 木 金 土 
  １ ２ ３ ４ 

昼 休 み   〇 〇   
放 課 後   × 〇   

 ６ ７ ８ 9 10 11 
昼 休 み  〇 × ○ ○ ‐ 
放 課 後  〇 × ○ ○ 〇 

 13 14 １5 １6 １7 18 
昼 休 み ○ ○ 〇 ○ ○  
放 課 後 〇 ○ × ○ ○  
 20 21 22 23 24 25 
昼 休 み ○ ○ ○ ○ ○  
放 課 後 ○ × × ○ ○  

 27 28 29 30 31 1 
昼 休 み ○ × ○ ○ ○ × 
放 課 後 〇 ○ × ○ × × 

第 70回青少年読書感想文全国コンクールの課題図書が発表されまし

た。中学生の部は次の 3冊です。5月中旬から砧中図書館に入ります。 

このコンクールでは、課題図書以外の本の感想文でも応募できます。中

学校の部は本文 2,000字以内となっています。 

「小田急線ものがたり」 

小田急電鉄株式会社は、1923年 5月 1日に小田原急行鉄道として開業しました。江戸

時代以前から名湯として知られた箱根への観光輸送をめざし、1927年 4月に全線同時開

業を実現しました。私たちの大切な交通機関でもある、小田急線にまつわる本を展示します。 

『終点のあの子』 

柚木麻子/著 文藝春秋(B913・ゆ） 
 

 小田急線沿線の私立女子高に通う主人

公たちの目線で、悩める女子高～大学時

代を描いた作品。劣等感や嫉妬心、自分

にはない特別なものを同級生に感じた

ときの、主人公たちの心理状態がヒリヒ

リと伝わってきます。 

 

図書館だより 

世田谷区立砧中学校図書館 

『小田急電鉄のすべて 改訂版』 

「旅と鉄道」編集部/編 天夢人(686・お） 
 

 砧中の近辺で最も利用されていると思

われる交通機関、小田急電鉄。 

小田急電鉄の歴史、車両、路線、駅など

詳しい情報でいっぱいです。開業直後の

成城学園前駅の写真も掲載されていま

す。 

今月の特集展示 

  砧中図書館からごきげんよう！ 

図書館の新学期のあわただしさも、5月のさわやかな風とともに落ち着いて

きました。4月に前期図書委員会がスタートし、昼休みにはカウンター対応や本

棚の整理の当番活動をしています。「あせらず・ゆっくり・まちがいなく」を合言

葉にしてがんばっています！ 
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図書館から切実なお願いです！ 
 図書館で借りた本が、バッグの中で水にぬれてしまう事故が増えて
います。水筒のフタは確実にしめること、雨の日には本を袋に入れる

ことなど、水ぬれしないためのご協力をお願いします。 

5月号 

今年度の課題図書のご紹介 

出典：『小田急電鉄のすべて 改訂版』 
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